


学問以上の大学、”神戸大学”、タイ日関係の架け橋 
 

 去る 1 月 22 日から 24 日まで、バンコクで神戸大学の国際フォーラム

（Kobe University Global Link Forum in Bangkok 2011）が開催された。 
このフォーラムは日本の神戸大学がタイの留学生 OB の同窓会、そしてタイ

の大学と協力関係を深める目的で開催された。  
 開会式には、タイの重要人物が参加された。アムポン・セーナーナロン国

王相談役をはじめ、在タイ日本大使館の小島誠二特命全権大使、ヤクルト

（タイランド）創立者のプラパン・ヘータクル タイ神戸大学留学生 OB 会 
名誉会長 神戸大学留学生一号生 日本へは 1952－1958 年間留学 その他、

タイのさまざまな大学の学長も参加された。 
 神戸大学は日本でも も有名で歴史のある大学であり、9 つ（注：現在は、

14 大学院）の大学院、11 の学部があり、卒業した学生 OB 及び在学学生の総

数 15,000 人いる。また神戸大学は外国人留学生の受け入れにオープンな大学

でもある。 
 開会式で、プラパン・ヘータクル氏は 「神戸大学と私」という演題でス

ピーチを行った。スピーチの内容は、日本に留学した理由はサティアン・パ

ンタランシー先生の論文に日本の進歩は日本人の忍耐強さによるものと書か

れていた。それを読んだプラパン氏は感動し、大阪（外国語大学）で日本語

の勉強を始めた。富田先生からのさまざまな分野にわたるご指導の後、神戸

大学の経営学部に入学した。富田先生は、神戸大学は経済学、経営学、法学

が有名であり、タイのタマサート大学のような大学とお話をされた。 
 プラパン氏のスピーチの続きには、神戸大学を卒業したあとは日本で 8 ヶ

月間生活を続けた。その 8 ヶ月間は朝日新聞社で研修をした。その 8 ヶ月間

はプラパン氏にとってとても有意義な経験であり、その後、タイの 初のカ

ラー新聞「ディリーニュース」の誕生にも大きく貢献した。 
 また、日本の友人の誘いにより、ヤクルトをタイで営業する話があった。

ヤクルトは日本で人気のある乳酸飲料水であり、腸の働きの活発化および健

康に大きな貢献をしている。1971 年には日本人と協同でヤクルト（タイラン

ド）を設立し、 初の 3 年間は利益がなかったにもかかわらず、この事業に

自信があったため、 終的に成功するまで努力をした。現在はヤクルト（タ

イランド）は 4,000 人の営業スタッフがあり、タイの社会と経済に間接的に

貢献する会社に成長した。この会社経営の“知識”は“神戸大学”での留学

で学んだものである。プラパン氏は 後に“どこででも得ることのできない

貴重なもの”とコメントした。 
 また、福田秀樹神戸大学学長も開会式で、神戸大学はさまざまな国の大学

と協力的なネットワークを拡大し、タイでもトップクラスの大学である、チ

ュラロンコン大学、タマサート大学、マヒドン大学、カセサート大学そして

プラチョムクラオトンブリテクノロジー大学等と研究者の育成及び国際的な

共同研究をしている。共同研究が行われている分野は医学、農学、経済学、

テクノロジー部門、そして将来的にはより幅広い分野に拡大する予定である、

と語った。 
 福田学長はそのほかに、現在神戸大学が重要視している研究部門は代替エ

ネルギーである。日本の主要産業の一つは車の製造であるにも関わらず、バ



イオエネルギーである“エタノール”は 3%しか使われていなく、逆にタイで

は、“エタノール”から 10~20%ほど使われている。これにより、タイでは

日本よりもエネルギーに関する関心が高いことがわかり、そして、タイ人も

エタノールを製造する技術も発明していることがわかる。 
 このバンコクでの神戸大学国際フォーラムでは、アムポン・セーナーナロ

ン国王相談役によるスピーチが行われたが、タイと日本とは長い間関係があ

り、 初は両皇室間での関係から始まった。その後、文化、教育そして経済

発展への協力関係へ発展した。特に教育に関して日本は協力的でそして交換

留学に大きく貢献し、タイ人留学生の受け入れは積極的に行われている。 
 アンポン氏はまた“神戸大学はトップクラスの大学であり、タイの大学と

教育に関する協定、交換留学を行う大学である。タイでフォーラムを主催し

たことを、神戸大学に感謝しており、これからも二国間の重要な協力関係を

築く重要な架け橋になってほしい”と述べた。 
 “神戸大学”は教育機関だけではなく、タイと日本の関係をつなぐ重要な

架け橋でもある。 
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